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リジェネラティブ・ツーリズム（再生型観光）のモデルケースを目指す 
「大雪いきもの図鑑プロジェクト 2023」を実施 

       〜企業版ふるさと納税でプロジェクトに寄付〜 
 
 
 

株式会社 TSI ホールディングス（本社︓東京都港区⾚坂 代表取締役社⻑ 下地 毅）は、北海道上
川町がリジェネラティブ・ツーリズム（再生型観光）のモデルケースを目指して進めている「大雪いき
もの図鑑プロジェクト 2023」の趣旨に賛同し、今年 4 月に企業版ふるさと納税を⾏いました。 
このたび、本プロジェクトが期間・対象エリアを拡大し、7 月 1 日から 10 月 15 日まで実施となりま
す。 
 

期間中、参加者はいきものコレクションアプリ「Biome（バイオーム）*1」をスマートフォンにダウ
ンロードし、アプリを⽴ち上げ、「クエスト」と呼ばれるゲーム機能を通して、楽しみながら大雪山や
上川町に生息する生き物をアプリ上で撮影、収集します。 

収集した生き物の生息域や数などのデータから、生き物の最新の生息分布状況を把握、可視化し、北
海道大学 地球環境科学研究院における研究活動にも役⽴てていくことで、大雪山、上川町周辺エリアの
自然保護、再生に繋げていく取り組みです。（なお、絶滅危惧種等の希少種の位置情報についてはアプ
リ内で公開されることはありません。） 

 
 
 

【プロジェクト概要】  
 

１．背景と目的 
 
●近年、地球温暖化等の影響により、大雪山に植生する⾼山植物の生息域が徐々に笹原と化してしま
い、⾼山域に限られてきているなど大雪山の生態系が変わってきてしまっている状況がある。 
 
●次世代の観光様式として、サステナブル・ツーリズムよりも一歩踏み込んだリジェネラティブ・ツー
リズム（再生型観光）の機運が⾼まってきている。 
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●ポストコロナの時代において、今後登山客や観光客が増加していくことは避けられず、登山客や観光
客が増えることによって、自然が人間と共再生することを目指すリジェネラティブ・ツーリズム（再生
型観光）の仕組みを模索し、実証的に昨年より「大雪いきもの図鑑プロジェクト」をスタート。楽しく
学びのある自然体験を提供し、旅の満⾜度を上げるとともに、環境保全や研究に役に⽴つデータを集積
し、再生型観光のモデルケースとなることを目指す。 
 
２．実施内容 

●実施期間︓2023 年 7 月 1 日（土）〜10 月 15 日（土） 
      ※「まちクエスト」は 7 月 15 日（土）〜10 月 15 日（土） 
●実施場所︓上川町市街地エリア及び大雪山⿊岳ロープウェイ、⿊岳周辺エリア（下記 MAP 参照）      
●主  催︓上川町 
●協  ⼒︓株式会社 TSI ホールディングス、北海道大学 地球環境科学研究院 
●参加費⽤︓無料 
●参加⽅法︓「Biome」アプリをご自身のスマートフォンでダウンロードして、アプリを起動。 

アプリ内のクエスト「大雪いきもの図鑑プロジェクト」を選択。 
      ルールやガイドを参考に指定エリア内で発⾒した植物、昆⾍、動物をアプリで写真撮影 
      し、投稿することでクエストの達成を目指す。 
●クエスト︓①やまクエスト（層雲峡〜7 合目エリア、7 合目〜山頂エリア） 
        ②まちクエスト（上川町中心部及び、大雪 森のガーデンエリア） 

 
●アプリダウンロード URL︓ 

https://biome.page.link/k3SE（iOS、 Android 共通） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

株式会社 TSI ホールディングスは今後も大雪山及び上川町周辺の自然環境を維持・存続させていくた
めに様々な取り組みに協⼒していきます。 

以上 
 

https://biome.page.link/k3SE
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資料 
*1 Biome 

 
 

スマートフォンで撮影した身近な動植物の名前を AI で判定し、自分だけの図鑑を作れる無料のスマートフォ
ンアプリ。最近では、ユーザーの投稿がきっかけとなりその地域では未確認だった外来種の発⾒につながる
など、生物多様性保全のためのモニタリングにも役⽴てられている。 
 
 
 
 
 
■ニュースリリースへの報道機関からのお問い合わせ 
北海道上川町 地域魅⼒創造課  
Tel: 01658-2-4063 Email: teiju@kamikawacho.jp 
 
 
■企業への報道機関からのお問い合わせ 

TSIホールディングス 広報・IR室 

TEL: 03-5785-6412 
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